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新型コロナウイルス予防接種　4分期の試行計画

□ 未接種者

 ◦ 委託医療機関*にてファイザー及びモデルナを接種

   * 健康保険の未加入者は予防接種センターで接種可能

    - アストラゼネカの希望者 : 1回目の接種が可能(30歳以上)

    - ヤンセン: 基本的に50歳以上が接種

      * 30歳以上、2回目の接種が難しい対象者のうち、希望者は保健所に

　　　　問い合わせてから指定された接種機関で直ちに接種可能

□ モデルナ及びファイザーの接種間隔を調整

 ◦ 10月2週目(10月11日~10月17日)に2回目の接種予約者から一括して日程調整

   - 1週間短縮(6週間→5週間)：10月2週目~11月1週目(10月11日~11月7日)に

　  　2回目の接種予定者

   - 2週間短縮(6週→4週)：11月2週目(11月8日~11月14日)以降に2回目接

　 　種予定者

    * 個人的な事情で調整された日時に接種が難しい場合、10月1日(金)か

　　　ら予防接種予約ホームページ(http://ncvr2.kdca.go.kr)で日程変更が可能

 ◦ 10月以降に１回目の接種をする方は、ファイザーは3週、モデルナ

 　は4週間隔で2回目の接種

□ 小児、青少年の接種 (ファイザー)
対象 16-17歳 (’04年生まれ-’05年生まれ) 12-15歳 (’06年生まれ-’09年生まれ)

事前予約 10月5日(火)-10月29日(金) 10月18日(월)-11月12日(金)

接種 10月18日(月)-11月13日(土) 11月1일(월)-11月27일(土)

   * 出生年度の基準。小学6年生のうち’10年生まれは接種対象外

◦ 本人または代理での予約を個人別にした後、保護者(法定代理人)の

  同意を得てから委託医療機関にて接種

http://ncvr.kdca.go.kr
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□ 妊産婦の接種 (自主的に決定)

 ◦ 基礎疾患があったり妊娠初期(12週未満)の場合は、接種前に妊婦と

　　胎児の状態を診察してから接種することを勧告

   - 10月8日(金)から予約可能、予約時に医療陣が妊産婦の情報*(妊娠の

　　　有無、出産予定日)を認知できるよう、本人が予約する際に直接入力

    * 妊産婦の情報を入力できない場合(残余ワクチンの接種など)、医療機関で接

種する際に医療陣に事前に伝達

 ◦ 委託医療機関にてファイザーまたはモデルナワクチンによる実施(10月18日(月)~)

    * 妊産婦の保護のため、妊産婦が密接に接触する家族など、周りの人も接種

　　　を受けるよう呼び掛ける

□ 追加接種(Booster Shot)

 ◦ 免疫低下者*は、基本接種完了後2ヶ月が経つと追加接種、

 　10月18日(月)から事前予約。11月1日(月)から接種

    * 急性白血病、免疫抑制の治療中の患者など、免疫形成が困難な18歳以上の成人

 ◦ 新型コロナの治療病院の従事者、療養病院·施設の入院·入居·従事者

　 及び病院級以上の医療機関の従事者は、その医療機関及び訪問接種

 ◦ 60歳以上の高齢層及びその他の高リスク群*は、10月5日(火)から事前予約。

 　接種は10月25日(月)から実施(住民センターなどでの代理予約など、予約を支援)

    * 追加接種の対象者(10月~)は、4月から接種を開始した75歳以上の高齢者、

 　 　老人施設(養老施設·老人共同生活家庭·昼夜間保護·短期保護)の利用者·入所　　

　 者とその従事者

<この翻訳はタヌリコールセンター1577-1366が担当しました。>


